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Summary

Peter Drucker explored the new center for rebuilding the world order, and thus 
was one of the pioneers in the field of modern management. He opened new 
insights in the concept of corporation through investigation in General Motors top 
management and their making decisions, builing organizations.His moving from 
Europe to America, in gainig managerial mindset, the practical insights in American 
conservative politics gave him an intuition the way to rebuild society for growing 
the free, functioning, and plural elements in society at a time of his searching the 
new sources of world order.This paper summarises the topics how the images of 
American politics gave him an insight to double management concept, and re�ection 
questions his personal experiences of the Nazis’ occupations in Europe.

	‚
ドラッカーによる企業への関心は，1937年，ニューヨークに渡って居住場所

を確保し，市民視点によるアメリカ産業社会の総合的観察に端を発する．さら
には1942年に巨大自動車メーカー GM（General Motors）の内部調査によって
根底から観察者としての責任は触発されている．

ニューヨークでの生活基盤を妻ドリスとともに見出しえたドラッカーは意
欲的にアメリカ産業社会への同化を示している．本来ドラッカーがもつ非定住
による知的活動は活発に姿を現しつつあり，その間も，K・ポラニーやH・N・
ブレイルズフォード，M・マクルーハンなどとの接触と交際が続いていた．一
方，『ハーパーズ』（Harper’s Magazine），『サタデイ・イヴニング・ポスト』（The 

Saturday Evening Post）への国際記事の売り込みに成功したばかりか，直後には
ベニントン大学での非常勤講師のポストも得ている（1）．同時に全国の単科大学
を回ってヨーロッパ事情を講演旅行しており，次第に自らのペースで生活を築
き上げていった．1943年には市民権を得て生活面ではアメリカ文化に寄り添い
つつも，特にポラニーが『大転換』（The Great Transformation,1944）を執筆する
際の相談相手ともなるなど（2），ヨーロッパへの関心をも保持し続けている．
『経済人の終わり』（1939年），『産業人の未来』（1942年）の2著においては，

芸文庫〔1856〕.『旧体制と大革命』筑摩書房p555より
（52） A.トクヴィル（松本礼二訳）岩波文庫〔1840〕『アメリカのデモクラシー』第二巻（下）岩

波書店p.211
（53） 筆者〔2008〕前掲書p.p.84-85
（54） 同上まえがきⅳ
（55） A.トクヴィル（小山勉訳）ちくま学芸文庫〔1856〕.『旧体制と大革命』筑摩書房p550より
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